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タンパク質の安定化置換体の理論予測法の開発 
～ 水の効果に着目した超高速探索法 ～
●キーワード● タンパク質の安定化メカニズム、酵素、創薬、タンパク質-タンパク質間相互作用、機能性材料

　タンパク質などの生体分子は、水中で固有の立体構造
に「折りたたむ」ことで安定な状態を保っています. これ
をさらに安定化させることで、厳しい環境でも機能する
酵素の開発や、構造解析が困難な創薬標的タンパク質の
結晶化促進など、産業・医学・薬学の幅広い分野への活用
が期待出来ます。
　私たちは、生体分子の周りに「大量に存在する水分子」
の物理的な意味・役割に着目して、タンパク質の安定化
メカニズムを説明・予測することが可能な、独自の理論
手法を開発してきました。 これまでに、100種類以上の
タンパク質の天然構造予測に成功し、さらに、置換体の
安定性を予測する手法1の開発を続けてきました。この
手法では、水中のみならず、アルコールや疎水性溶媒、さ
らには生体膜中など、あらゆる「環境」の物理特性を分子
レベルでモデリングして、タンパク質の安定性を高速評
価することが出来ます。2 既に、幾つかのタンパク質の
耐熱化に成功するなど、多くの成果を上げています。3

　今後は、受容体タンパク質を安定化・不安定化するリ
ガンドの予測や、タンパク質-タンパク質相互作用の安
定化メカニズムからヒントを得た、新しいタイプの創薬
技術・機能性材料の開発などへの応用・展開を目指して
います。
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アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　タンパク質１分子の安定性をわずか1秒未満で評
価することが可能です。 にもかかわらず、理論計算
に使うコンピュータは、ごく一般的なワークステー
ションやパソコンでもOKです。

・バイオ・医薬品・化学関連企業
・生体分子の活性や機能性材料の性質などを、分子
レベルの知見により改善・応用することに興味のあ
る企業、研究所、自治体等

関連する知的財産
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タンパク質1分子の安定性をわずか1秒未満で評価可能
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非侵襲脳波計測による 
脳機能解析とインタフェース応用

●キーワード● 脳機能解析、脳波逆問題、ヒューマンインタフェース、支援機器

　非侵襲で脳電気活動を計測できる脳波計を用いて、脳
内電気活動を可視化し、脳機能を解析する方法を検討し
ています。
　脳波は時間分解能は優れていますが、空間分解能は頭
蓋骨の低伝導特性の影響より劣っています。ここでは脳
波逆問題を解くことにより、頭皮表面で計測された脳波
から脳内電気活動を高精細に画像化する脳機能イメー
ジングについて研究しています。本方法を適用すれば、
喜怒哀楽などの感性情報や、タスクや動作中の集中度・
リラックス度といった精神状態を定量的に評価できま
す。生体情報を取り入れたニューロマーケティングへの
応用も期待できます。
　さらに、ワイヤレス簡易型生体信号計測を適用するこ
とにより、脳波、筋電図、視線などを用いたヒューマンイ
ンタフェースに関する研究開発も進めています。これに
より、障害者のための支援技術や新しい情報端末の入力
デバイスとして実用化が期待できます。

堀潤一: “眼電図を用いたコミュニケーション支援用入力インタフェースの開発”, 次世代インタフェース開発
最前線, エヌ・ティー・エス, pp.145-157, June 2013.
堀潤一，小特集「人と機械をつなぐ視座」非侵襲脳内電気活動イメージング, シミュレーション, vol. 30, no. 2, 
pp.90-95, June 2014.

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　これまでアンケートなどの官能評価に頼っていた
製品や環境の評価を、脳波などの生体情報計測より
客観的に評価できるようになります。

・製品開発における品質評価
・ニューロマーケティング

関連する知的財産
論文 等

研究テーマ

運動関連電位マッピング例（運動想起でも発生）

専門分野 生体医工学、生体計測、神経工学、支援技術
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